
日本におけるIIIFの受容
状況と今後の可能性
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日本における需要状況

• IIIF対応サイトが徐々に登場
• 国文学研究資料館、京都大学図書館、東京大学、慶
応大学、国立国語研究所、京大人文研、CODH、SAT
大蔵経テキストデータベース研究会

• 既存ビューワのカスタマイズ

•利活用アプリの開発
• AMLAD Advanced Viewer （NTTデータ）

• Image Annotator （神崎正英氏）

• IIIF Curation Viewerの開発（CODH）

• Miradorの日本語化・改良（東京大学大学院人文社
会系研究科人文情報学拠点）



IT企業によるIIIF対応サイト

• 京都大学貴重資料デジタルアーカイブ（京都大学図書館機構）
• -㈱メノックス

• 東京都中野区立図書館
• -㈱ヴィアックス

• 新日本古典籍総合データベース（国文学研究資料館歴史的典籍
NW事業）
• -インフォコム㈱

• 慶應大学メディアセンター
• -㈱メノックス

• 岡山県立記録資料館
• -インフォコム㈱

• ヴァティカン図書館
• - ㈱ NTTデータ

（永崎が把握している範囲でIIIF Presentation APIに対応しているサイトの新着順）

企業への発注も可能となっている



日本の内製的なIIIF対応サイト
• Image Annotator plus IIIF Viewer（KANZAKI, Masahide ）

• http://www.kanzaki.com/works/2016/pub/image-annotator

• 国デコImage Wall（国立国会図書館NDLラボ）
• http://lab.ndl.go.jp/dhii/kunidicoview/

• 国文研データセット簡易Web閲覧（人文情報学研究所）
• http://www2.dhii.jp/nijl_opendata/openimages.php

• SAT大正蔵図像DB（SAT大蔵経テキストDB研究会）
• http://dzkimgs.l.u-tokyo.ac.jp/SATi/images.php

• CHISE（CHaracter Information Service Environment）（京都大学人文科学研究所）

• http://www.chise.org/

• 日本古典籍データセット（人文学オープンデータ共同利用センター＋国文学研究
資料館）

• http://codh.rois.ac.jp/pmjt/

• 日本語史研究資料（国立国語研究所）
• http://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/

• 万暦版大蔵経デジタル版（東京大学附属図書館＋SAT大蔵経テキストDB研究会）
• https://dzkimgs.l.u-tokyo.ac.jp/kkz/

（永崎が把握している範囲でWeb公開されているものを50音順で）



日本のコンテンツを含む海外
機関のIIIF対応サイト
•フランス国立図書館 gallica

•ヴァチカン図書館

•ブリティッシュ・コロンビア大学図書館

•スミソニアン協会図書館

•・・・



日本のIIIFコンテンツの可能性

•海外にも多くの日本文化コンテンツが存在する

•海外製のアプリ・ツールでも日本のコンテンツ
を利用できる

•「日本製アプリによる日本所蔵のコンテンツ」
だけでなく、

•「海外製アプリによる海外所蔵のコンテンツ」
も日本文化コンテンツの利活用ということにな
り得る



図像・テクスト画像の
比較とアノテーションの事例
• SAT大正蔵図像DB

• 図像比較とアノテーション

• 画像アノテーションの検索

• 2014年度アノテーション付与・2015年6月正式公開

• CC BY-SA

•万暦版大蔵経デジタル版
• テクスト画像の比較とアノテーション

• 100,000,000字超のテキストデータベースとの連携

• 他の画像との比較

• 2014年度一部公開・2017年全冊公開

• CC BY

日本美術史研究

仏典研究

280,000 IIIF images in total



SAT大正蔵図像DB

•約6600件の仏典・仏具等へのIIIFアノテーショ
ンを公開済み

•全国42名の日本美術史研究者によるWebコラボ
• データベース科研をすべてアノテーションの謝金に
投入
• 1.5年経過、あと4.5年（重点データベース）×450万円

•アノテーション検索・結果表示機能

日本美術史研究



Webコラボ画面

①領域選択する
と・・・

②選択した箇所が切
り出されてタグ選択
画面が表示される



SAT大正蔵図像DB：公開画面



検索画面

①タグリストでク
リックすると・・・

②そのタグがキーワー
ド欄に入力される



「炎髪」の検索結果



タグクリックによる検索も可能



選択した三つの仏尊を並べて表示／
アノテーションも表示



先ほどの仏尊の画像をそれぞれ
ズームアウトして曼荼羅を表示



万暦版大蔵経デジタル版

• 16世紀末から中国で木版印刷された仏典の叢書

• 8000万画素で撮影した19万枚のIIIF対応画像を公
開。

• 1億字超の仏典テキストデータベースと連携
• テキストDBへのリンク・テキストDBからのリンク

•他の画像との連携

•試験的な校勘情報アノテーション



万暦版大蔵経（嘉興蔵）デジタル版
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部分文字列による候補表示



複数巻を選択して並べて表示



別々の人が翻訳した同じお経を比較



現代の校訂本のテクストDBと対比



現代の校訂本の版面画像と対比



ハーバード大のIIIF画像と対比

IIIF Drop icon for 
the same scripture 

in Harvard

The same scripture 
in Harvard



アノテーションで空白箇所を説明
（宮内庁宋版一切経画像へのリンク）



fi-



テキストDBからのリンク：
テキスト検索



テキストDBからのリンク：
テキスト表示



各地のデジタルリポジトリの
同じお経の別な版と比較



テクスト研究におけるIIIFの可能性

•高精細画像の提示と他の関連情報とのリンク

•写本・版本の伝承系統に関する研究

•文字の字形の変遷に関する研究

•欄外注などの「本文」以外の情報を対象にした
研究

•研究成果の検証
• 研究倫理の文脈で



複数の画像を一つのキャンバ
スに
•「シェアード・キャンバス」という基礎概念に
おける複数画像の配置

•⇒絵巻の分割公開されている画像をビューワ上
で統合して閲覧。さらにそれを並べて比較（次
画面）
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世界各地のIIIF画像を横断する
仮想コレクションの作成
• 2017年に入り、軽量級・重量級の2つのアプリ
が登場した。

• IIIF Curation Viewer

• IIIF Toolkit with Mirador （Omekaのプラグイン）



IIIF Curation Viewer

•日本製（人文学オープンデータ共同利用セン
ター：CODH）

•各地のIIIF対応コンテンツを仮想コレクションと
してまとめて共有することができる。

• Viewerだけで仮想コレクションを作成できるため、
取組み始めるのが容易。

• http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-viewer/



「キュレーションリスト」機能



1枚目は国文学研究資料館から



2枚目は国立国会図書館から



IIIF Toolkit with Mirador
•トロント大学図書館開発のOmekaプラグイン

•外部のIIIF対応コンテンツを簡単にシステムに
取り込むことができる

•メタデータCMSであるOmekaの認証機構を使っ
た共同作業ができる

• Omeka上でMiradorのアノテーション機能を
使って取り込んだIIIFコンテンツにアノテー
ションをつけ、それを公開することもできる。

• Omekaの地図・年表プラグインNeatlineに対応
し、IIIFコンテンツを地図年表上に簡単にマッ
ピングできる。



楊暁捷先生（カルガリー大学）による活用例

•国文学研究資料館のIIIFコンテンツに楊先生が
翻刻を付けたものを取り込み、さらに解説も付
与



IIIFアノテーション形式の翻刻も
システムに取り込まれている



地図・年表上にIIIFコンテンツ
をマッピング



東京大学大学院のDHの授業で
の共同作業の活用例
•フランス国立図書館と国立国会図書館のIIIFコ
ンテンツにアノテーションをつけつつ、一つの
地図年表上にマッピング



An Exercise for a DH Class 

View Fullscreen 
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様々なコンテンツをつないで
自分なりの文脈を発見
•専門家でも、好事家でも、学習者でも。

•画像だけでなく、動画や音声、3D画像も

•より容易な、様々な「つなぐ」機能が開発され
つつある
• 今回ご紹介したものは、すでに開発済みできちんと
動作するもののみ

•多様な知を産み出す肥沃な土壌としてのIIIF


